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令和３年１０月８日発行    文責：校長 橋爪良仁 

 「暑さ寒さも彼岸まで」とは

言いながら、このところ好天の

日が続き、朝晩は過ごしやすい

ものの日中は汗ばむ暑さです。 

・・・という、人間の私の鈍感

さと違って、植物は季節の移り

変わりを敏感に感じ取ってい

ます。秋分には彼岸花が鮮やか

に咲き誇り、５年生が植えた田

んぼの稲はすくすくと生長し

ました。一昨日（10/6）には稲

刈りを行いました。実りの秋、収穫の秋、そして「勉強の秋」が深まっています。 

 

１ 令和３年度の前期が終わりました。 

 早いもので、令和３年度も半分が終わりました。本日、前期の終業式を（例によって放送で）

行いました。４月からの６か月間、大きな事故などもなく過ごせたのは、保護者や地域の皆様

のご支援・ご協力のおかげです。本当にありがとうございました。新型コロナウィルス感染を

防ぐために、子どもたちにも保護者・地域の皆様にも不便をおかけすることが多かったと思い

ます。１２日から始まる後期は、感染予防措置を取りながら、各行事や教育活動を実施し、子

どもたちに貴重な体験をさせてあげられるよう策を練っていきます。どうぞ、後期もご支援の

ほど、よろしくお願いします。 

 

２ 感染レベルが下がりました。 

 先日お知らせしたとおり、新型コロナウィルス感染症に対する佐世保市の感染レベルが３に

引き下げられ、「学校における衛生管理マニュアル」に示された「地域の感染レベル」も３か

ら１に下がりました。児童の登校に関する留意点についてはお配りした文書の通りであります

が、学校の教育活動でもこれまで実施できなかったことが可能になります。

具体的には、先月の学校便りでお知らせした【学習活動

について】で「行いません。」と記した活動について、

今後は感染防止対策を行ったうえで実施させていただき

ます。また、給食後の歯みがきも水の吐き出し方に気を

付けながら実施させます。常時、マスクを着用することや換気を行うこと、

密を避けることや児童の下校後に職員が消毒を徹底することについては継続していきます。 

 



  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 切 り 取 り ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

※ ご意見，ご感想がありましたら下欄に記入され、子どもたちを通してご連絡ください。 

３ 通知表（あゆみ）について 

 本日、子どもたちに通知表「あゆみ」が手渡されました。終業式で子どもた

ちに話しましたが、各担任と専科担当の職員は、子どもたち一人一人のよさ、

がんばったところをしっかり見取って評価を行っています。心を込めて作成し

た「あゆみ」は、子どもたちのこの６か月間のがんばりの結果です。特に、「学

校から」の文章は「家庭と一緒に子どもたちの良さを伸ばしたい」との思いで

記されています。じっくり（行間も含めて）お読みになり、お子さんのがんばりをほめてあげ

てください。また、後期に向けての意欲を高めてあげてください。よろしくお願いします。昨

年度より新しい学習指導要領の完全実施となり、教育目標や内容の再整理が行われました。本

校の通知表についても『学習の様子』について「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的

に学習に取り組む態度」の３観点で評価しています。特別の教科道徳、３・４年生の外国語活

動、３～６年生の総合的な学習の時間については、記述での評価となります。１年間じっくり

と伸びを観察し、後期に評価をしてまいります。 

 

３ 市・県・全国学力調査の結果です。 

 ５月２７日に行われた、４年生児童対象の「佐世保市学力調査」、５年生児童対象の「県学

力調査」、６年生児童対象の「全国学力・学習状況調査」の結果が届きました。国語において

は４年生が全国の平均正答率を上回っており、算数においては６年生が県の平均正答率を、４

年生が市の平均正答率を若干上回っておりましたが、その他については県や全国を下回ってお

りました。保護者の皆様には個人結果をお渡ししておりますが、全体についての考察をお知ら

せします。 

国語：「書くこと・言語事項」の領域、特に漢字とローマ字の読み書きの定着率が低いことと、

物語文が提示された設問や最終の設問での無回答率が高かったのが課題です。これは学校

全体の課題と言えます。漢字やローマ字といった基礎基本的な指導に力を入れるとともに

各教科や生活の中で文章を書く機会を増やしていくなどの対策を講じます。また、読書活

動に力を入れて、長い文章を読む機会を増やしていきます。 

算数：県全体の課題である「割合」や「単位量当たりの大きさ」、「小数や分数の相対的な大

きさ」についての問題、問題の解決の仕方を説明する問題に弱いことが分かりました。無

回答率は高くないので、問題に取り組もうという意欲が感じられます。今後、授業や家庭

学習等で復習をしていくことで課題解決に取り組んでいきます。 

 

４ 学校外で活躍する「相浦っ子」を紹介します。  

  九州小学校体操大会新体操長崎県予選会(6/27) 

   煌姫新体操クラブ  団体Ａの部  第１位 

※８月に九州大会（鹿児島）出場 

    ６年 ○○ ○○ 個人総合の部 第２位 

    ４年 ○○ ○○ 個人Ｃフープの部 第１位 

 

 


